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松川中央小学校 けやき学校応援団

１ 中央小学校応援団

東小学校との統合を受けて、新しい学校像（柱）が示されました。その中の１つである

「地域に根ざす学校」の観点からのアプローチで、『学校応援団』を構想しました。

これは、まったく新しいものを立ち上げるのではありません。今あるものを基本に、地

域と結びつくことで、学校と地域が一体となって児童の成長の後押しをしていく１つの組

織です。中央小の教育活動の一環として末永く定着させていきたいと思います。

２ 地域に根ざした学校

「根ざす」という言葉は、「基盤としている、定着している、根を張っている」という

意味があります。この意味の通り、自分たちが生まれ育った「松川町」を基として、様々

な教育活動を行っていくということであり、松川町の地域、自然、ひと、もの、こと、あ

らゆるものとつながること、ぴったりとつくということです。

したがって、学校でやるべきことをしっかりと行いながら、地域と協働して進めていく

ことが重要であると考えています。

このように進めていくことで、地域の方のお力をお借りしながら、児童の学びの深まり

が期待できると思います。

【学校応援団全体図】



３ 各応援団の運営

○人材バンクは、常時募集しています。皆様方からもお口添えください。

できるだけ多くの方にお入りいただき、子ども達もできるだけ多くの地域の皆様とふれ

あい、ご支援をいただく機会を得たいわけですが、学習の進度や諸事情等で、必ずしも

全員の方にお願いできないことがございますので、予めご承知おきください。

４ 保険について

保険については、行事傷害補償制度（公民館）を利用します。
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長野県教育委員会は、信州型コミュニティスクールを推進します。 

信州型コミュニティスクールとは 

信州型コミュニティスクールとは、学校と地域の皆さんが継続的に連携していくための

仕組みをもった学校のことです。その特長は以下のとおりです。 

①これまで各地域で行われてきた学校を    
支援する取組を土台にします。 

②学校と地域住民や学校支援ボランティ 

アが集まって話し合いの場を持つ、「運

営委員会」を設置します。 

③運営委員会を通じて「こんな子どもに

育てたい」という願いや課題を地域全

体で共有します。 

④願いや課題を共有した地域の皆さんに 

学校支援ボランティアなどに参加いた 
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生きる大切な力を高めていきます。学校と地域が手を取り合って、一緒に子どもたちを育

てていきましょう。 
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【活動の様子】 ＜学校応援団運営委員会の様子＞

＜勉強頑張り隊 書写学習＞



＜生東区 わらびとり 間沢川の体験学習＞

＜福祉について知る学習＞

※北小６年生

と一緒に、

認知症に

ついての

学習



＜朝のあいさつ隊への協力＞

＜認知症の学習を受けて、「福祉を考える集会」に参加し、学習発表＞



＜地域を知ろう隊 新井商店街を知る学習＞

＜本読み聞かせ隊のみなさんによる、朝の読み聞かせ＆読書旬間でのお楽しみ会＞



＜授業中の「子ども見守り」活動＞

＜クラブ支援隊のみなさん＞

《卓球クラブ》 《地域めぐりクラブ》

《マンガイラストクラブ》 《生け花クラブ》


